
文化庁 大規模かつ質の高い文化芸術活動を核としたアートキャラバン事業
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主催：公益社団法人能楽協会　公益社団法人京都観世会　協力：公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団

令和3年11月11日（木） 午後2時開演（午後1時開場） 於 御坊市民文化会館

日
本
全
国  

能
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン！
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【お問い合せ】  公益財団法人　片山家能楽・京舞保存財団　ＴＥＬ ： 075-551-6535　ＦＡＸ ： 075-532-2841　https://www.arc.ritsumei.ac.jp/k-kanze

【会場】御坊市民文化会館
和歌山県御坊市薗258-2
ＴＥＬ（0738）23－4881
【アクセス】
JR御坊駅より
●紀州鉄道：紀伊御坊下車、徒歩2分
●御坊南海バス：日の岬パーク行乗車
　市民文化会館前下車すぐ
●タクシー：約10分
●徒歩：約30分
湯浅御坊道路、I.Cより約10分
※お願い　
　駐車スペースが50台分程しかございま
　せんので、なるべく公共交通機関をご利
　用ください。

●チケット発売所
　・公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団
　　TEL：０７５‒５５１‒６５３５
　　E-mail：k-zai@drive.ocn.ne.jp
　・御坊市民文化会館
　　TEL：０738‒23‒4881
　・イープラス eplus.jp（WEB／アプリ／Famiポート）
       https://eplus.jp/sf/detail/3484080001-P0030001

チケット発売開始 2021年9月14日（火）

【入  場  料】
全席自由席

■一般  ５，０００円
■学生  ２，０００円

※未就学児童のご入場は、ご同伴の場合でもお断りいたします。※開演後の入場に
つきましては、入場制限をさせていただきます。※出演者などの変更の場合はご了
承ください。※新型コロナウイルス感染防止のために座席間隔を空けて販売します。

当日、学生証の
提示が必要です
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能　

翁

　
面
箱
を
先
頭
に
立
て
、
翁
、
千
歳
、
三
番

三
、
囃
子
方
、
後
見
、
地
謡
の
諸
役
が
橋
掛
リ

か
ら
登
場
。
翁
の
役
者
は
舞
台
右
奥
に
着
座
し

祝
言
を
謡
う
。
千
歳
の
役
は
、
観
世
流
で
は
シ

テ
方
が
演
じ
る
。
千
歳
の
舞
は
若
者
の
颯
爽
と

し
た
舞
で
、
翁
の
露
払
い
と
し
て
の
性
格
を
持

つ
。
そ
の
間
に
、
翁
の
役
者
は
翁
の
面
（
白
色

尉
）
を
舞
台
上
で
前
を
向
い
た
ま
ま
着
け
る
。

千
歳
の
舞
が
終
わ
る
と
翁
は
立
ち
あ
が
り
、
祝

言
の
謡
と
祝
の
舞
を
舞
う
と
、
も
と
の
位
置
に

着
座
し
て
翁
の
面
を
は
ず
し
、
退
場
す
る
。
翁

が
千
歳
の
舞
と
翁
の
舞
の
二
場
面
か
ら
な
る
の

と
同
様
、
三
番
三
も
「
揉
ノ
段
」
と
「
鈴
ノ

段
」
の
二
つ
の
場
面
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
揉

ノ
段
」
は
面
を
着
け
ず
、
リ
ズ
ミ
ッ
ク
で
躍
動

感
あ
ふ
れ
た
舞
。
次
に
三
番
三
の
面
（
黒
色

尉
）
を
着
け
「
鈴
ノ
段
」
で
鈴
を
持
っ
て
祝
い

の
舞
を
舞
う
。
舞
が
終
わ
る
と
も
と
の
位
置
へ

戻
り
面
を
取
り
、
退
場
す
る
。

　
「
翁
」
は
「
式
三
番
」
と
も
よ
ば
れ
、
能
・

狂
言
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
、
古
風
で
独
自
の

様
式
を
持
っ
た
、
祝
言
性
に
満
ち
た
儀
式
的
な

芸
能
で
あ
る
。

　
通
常
の
能
で
は
、
シ
テ
は
幕
内
で
面
を
着

け
、
ひ
と
つ
の
役
が
ら
に
な
っ
て
か
ら
登
場
す

る
が
、
「
翁
」
で
は
、
役
者
は
あ
く
ま
で
も

「
人
」
と
し
て
登
場
し
、
舞
台
上
で
面
を
着
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
神
」
に
変
身
す
る
姿
を
見

せ
る
。
能
の
囃
子
は
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
曲
に

よ
り
太
鼓
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
「
翁
」

で
は
小
鼓
が
三
人
登
場
し
、
翁
の
舞
が
終
わ
り

翁
の
役
者
が
退
場
す
る
ま
で
は
、
笛
と
小
鼓
三

人
だ
け
で
囃
す
。
三
番
三
に
な
っ
て
こ
れ
に
大

鼓
が
加
わ
る
。
小
鼓
は
頭
取
（
リ
ー
ダ
ー
）
と

他
の
二
人
が
異
な
っ
た
パ
タ
ー
ン
を
打
ち
、
独

特
か
つ
複
雑
な
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
く
。
地
謡

も
「
翁
」
に
限
っ
て
、
い
つ
も
の
舞
台
右
側
の

地
謡
座
で
は
な
く
、
舞
台
後
方
の
囃
子
方
の
後

ろ
に
座
る
。

能　

道
成
寺

　
紀
伊
国
道
成
寺
の
釣
鐘
が
失
わ
れ
て
か
ら
、

時
が
久
し
く
た
っ
た
。
そ
の
再
興
の
日
の
こ

と
、
住
僧
は
能
力
に
女
人
禁
制
を
申
し
渡
す
。

そ
こ
へ
白
拍
子
の
女
が
来
て
能
力
に
頼
み
こ

み
、
舞
を
見
せ
る
こ
と
を
条
件
に
寺
内
に
入
れ

て
も
ら
い
、
乱
拍
子（
ら
ん
び
ょ
う
し
）な
ど
舞
う
う

ち
、
隙
を
う
か
が
っ
て
鐘
に
近
づ
く
と
鐘
は
落

下
し
、
女
は
そ
の
中
に
消
え
た（〈
乱
拍
子
〉〈
急
ノ

舞
〉〈
ノ
リ
地
〉中
入
）。
能
力
か
ら
知
ら
さ
れ
た
住
僧

は
、
そ
れ
は
怨
霊
の
仕
業
で
あ
ろ
う
と
次
の
よ

う
に
物
語
る
。
昔
、
こ
の
国
の
ま
な
ご
の
長
者

の
娘
に
慕
わ
れ
た
山
伏
が
、
こ
の
寺
に
逃
げ
て

来
た
の
で
、
寺
で
は
釣
鐘
を
下
ろ
し
て
隠
し
た

と
こ
ろ
、
娘
は
執
心
の
あ
ま
り
大
蛇
と
な
っ
て

追
い
す
が
り
、
鐘
に
巻
き
つ
く
と
鐘
は
溶
け
て

山
伏
は
死
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る（〈
語
リ
〉）。
先

の
白
拍
子
は
そ
の
娘
の
怨
霊
で
あ
ろ
う
と
、
住

僧
た
ち
が
鐘
に
向
か
っ
て
祈
る
と
、
鐘
は
再
び

上
が
り
、
鬼
女
の
姿
が
現
れ
る
。
鬼
女
は
僧
に

い
ど
み
か
か
る
が
、
祈
禱
の
力
に
負
け
て
逃
げ

去
っ
て
行
く（〈
イ
ノ
リ
〉〈
中
ノ
リ
地
〉）。

　
道
成
寺
縁
起
な
ど
に
取
材
し
、
恋
の
執
念
を

描
い
た
作
品
。
観
世
信
光
作
と
い
わ
れ
る
《
鐘

巻
》
を
短
く
切
り
つ
め
、〈
乱
拍
子
〉を
眼
目
に

再
構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
乱
拍

子
は
、
小
鼓
の
打
音
と
鋭
い
掛
声
に
合
わ
せ

て
、
足
を
踏
み
出
し
た
り
、
爪
先
や
か
か
と
を

上
げ
下
ろ
し
し
た
り
す
る
所
作
を
繰
り
返
し
、

囃
子
の
段
ご
と
に
足
拍
子
を
踏
ん
で
区
切
り
を

つ
け
て
い
く
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
足
遣
い
の
間

に
、
長
い
間
合
い
を
計
る
コ
ミ
が
置
か
れ
、
他

の
舞
事
と
は
趣
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
。
こ
の

乱
拍
子
を
は
じ
め
、
続
い
て
奏
演
す
る〈
急
ノ

舞
〉、
舞
台
中
央
に
釣
り
下
げ
ら
れ
た
鐘
に
飛

び
入
る
中
入
と
、
緊
張
が
長
時
間
続
く
の
で
、

体
力
を
要
す
る
能
と
い
わ
れ
、
重
い
習
物（
な
ら

い
も
の
）と
さ
れ
て
い
る
。

　
歌
舞
伎
、
沖
縄
舞
踊
な
ど
に
影
響
が
大
き

く
、
多
く
の〈
道
成
寺
物
〉が
作
ら
れ
て
い
る
。
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於　

御
坊
市
民
文
化
会
館

令
和
三
年
十
一
月
十
一
日（
木
） 

午
後
二
時
始

会
場
内
で
は
、必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

会
場
内
、ロ
ビ
ー
等
で
の
大
き
な
声
で
の
会
話
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

受
付
に
て
体
温
計
測
を
行
い
ま
す
。

体
温
が
三
七
・
五
度
以
上
の
場
合
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。 「

能
・
狂
言
事
典
」
平
凡
社
よ
り

「
能
楽
鑑
賞
百
一
番
」
淡
交
社
よ
り
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